




要約 

標準体重の-1.5SD 以下の IUGR 症例 9 例に対し,ヘパリン・マルトース療法を施行し,児発

育の改善に与える効果を検討した。症例の内訳は重症妊娠中毒症が 6例,糖尿病合併妊娠が

3 例であった。平均治療開始週数は 30.2+3.1 週,平均治療期間は 12.7+9.O 日,また平均分

娩週数は 32.4+3.8 週であった。治療成績の評価としては,超音波による胎児 BPDの測定を

行い,BPD の正常発育率を 100%とすると,治療前は全例に BPD の発育停止及び遅延がみられ

たが,治療中及び治療後の BPD発育率は 50～100%を示し,全例に改善が認められた。以上よ

り,へパリン・マルトース療法は IUGR 症例に対し，有効であると考えられる。 


